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　本講演は，当番世話人である福島県立
医科大学附属病院放射線部・村上克彦
先生より，三次元画像（以下，3D）レン
ダリングの表示技術をテーマに打診いただ
いたところから始まっている。事前打ち合
わせの中で，今日の3Dと言えばボリュー
ムレンダリング（以下，VR）が主流である
が，次世代のレンダリングとしての可能性
を秘めた“Global Illumination Rendering
（以下，GIR）”に，村上先生は関心と期
待を寄せられていた。長らく3Dにかかわ
られてきた村上先生が最初期に扱ってき
たサーフェスレンダリングを第一世代とす
るならば，VRは第二世代に当たり，これ
からGIRが第三世代となるのか提示して
もらいたい，というチャレンジをいただい

た形である。
　そこで本講演では，3Dレンダリングの
始まりにあるサーフェスレンダリングから
VRまでの基礎技術を振り返り，GIRおよ
び今後のレンダリングの可能性をテーマと
した。

3Dの定義と有用性

　3DはDICOM画像を再構成したもの
と定義すると，モノクロ画像である
MPR，CPR，MIP，minIPから，カラー
画像のサーフェスレンダリング，VR，仮
想内視鏡，GIRまで，すべてその範疇

ちゅう

に
入る（図1）。ただし，一般的には後者に
限定されることが多く，カラー画像を話

題の中心として進めたい。
　さて，3Dには高い訴求力があること
が，過去から現在まで多くの事例で見て
取れる。
　例えば，当社が企画する「画論」では，
画像価値を最大限に表現するためのアイ
デアを臨床の先生方に提示いただく場と
して，画像投稿を求めている。2021年
で29回目を迎えるが，その第1回開催
（1993年）から3D（サーフェスレンダリン
グ）が登場している。まだCTがヘリカル
撮影に対応を始めたばかりの頃である。
　また，当社と2020年に統合した3D
解析ワークステーションメーカーのAZE
も，AZE展（2010～2019年）を通して，
臨床の先生方に3Dの新しい活用法を発
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　今回，CTサミットの技術講演として，表題のテーマでキ
ヤノンメディカルシステムズ株式会社の熊野泰大氏よりご講
演いただいた。熊野氏は，以前は株式会社AZEで3Dワー
クステーションの開発に携わられていた。講演では，スキャ
ン断面から三次元画像への補間計算に始まり，初期のサー
フェスレンダリング，その後のボリュームレンダリング，そし
て，最近開発された“Global Illumination”まで詳細に解説
された。CTではヘリカルスキャン，面検出器CTの登場に
より，三次元的なデータ収集が可能となった。しかし，そ

れらのCTにおいても画像再構成は二次元であり，アウトプッ
トとしての三次元表示は重要な技術である。携帯電話で言
えば，サーフェスレンダリングが3G，ボリュームレンダリン
グが4G，Global Illuminationは5Gというところであろうか。
Global Illuminationはまだまだ進化していくことが期待され
る。
　三次元表示は，今回のCTサミットのテーマである手術支
援にも発展していくものと考える。スキャン技術から三次元
表示技術と，CT検査全体で医療に貢献したいものである。
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